
てんあっへん

般に被測定量:に比例して迷隔

伝送に適した電気的の盆を一発

生する送益裟位と，これを受

けて元の被iJliI 定:Gl:に比例した

指示または記録を得る受i~t装

置と， 間装置IMIを連絡する伝

送回路とからなっていて， そ

の共闘Iiすべき条件としてはつ

ぎのような事項が挙げられる，

l 本質的には伝送距離に

制限がないこと 。

2 伝送回路の導体抵抗，

絶縁抵抗， 千E磁および静憶がj

誘迫等によ っ て計量に彪轡を テレメータ ー

受けないこと。

3 fll� U!J'ìri淑を必要としないこと，また必裂とする場合には

制Wúlt淑の変動によって計盆に長信仰を受けないこと。

" lI(ti皮IE く測定量の変化に:fi\ìiliに応励し1'J. ること。

5 多重測定および選択測定が容易であること。

6 通信その他の信号回線に恕彪轡をおよぼさないこと。

7 長期の使用に耐え， 動作が磁突安定であること。

等である。

遠隔 iJllI 5Eには多極多様の方式があり ， また極々の方式の組合

わせからなるものも多 く ， いまなお発述の過程にあるため， そ

の分野i もまだ確立していないが大別するとつぎのようなものが

ある。

1 'í'lïl王 1(1昔lt式被iJ!11定51 に比例する大きさの1'11圧または電

流を伝送するもので， 一般に附造問J見で総合~-j- i立も容易である

が，得川総を~すること ， 伝送回路:および引IìD!J位淑の !ぷ轡を受

け必いため伝送距離に制限を受ける欠点がある。熱変換昔話式，

テレワ ッ ト式， 整流式等の区切~l.f::lと ， ケノレピ yバランス式， ト

ルク平衡式等の平衡型と がある。

2 周波数式 正弦j政，矩形波またはのこぎり歯状波信号の

周波数を中介 とするもので， 本質的には伝送路荷量に制限がな く ，

また伝送回路の状態によ っ て計五iに彬塁手を受けないのでも っ と

も広 く f-~bえしている。衝洗式， うなり周波数式 LC 発銀総式，

弛~民発綴式等がある。

このほかに， 1時限式， 位相式等があるが， !li. Yf広く採用され

ているのは上記 2 力式である。

伝送方式にはつぎのようなものがある。

l 直送式 測定の中介となる電気的のi立をI也嫁伝送する方

式で，専用線を用いる方法と ， 使m中の通信線に盟主1:して伝送

する方法とがある。

2 j鍛送式 通信線搬送方式I ~1IブJ線級送方式および無線方

式等がある。通信線搬送は搬送電信方式と I fU力総搬送は電力

線搬送~U話方式とほとんど同じである。無線方式は用途によっ

て長並立・ よ り鍾超短波まで使用されるが， 一般の無線電信徒話回

路とまったく同様である。(村田良二郎)

てんあっへんどうりつ 電圧変動率 (英) voltage regulation 

発地機や~圧2tは原理上内部巻総によ っ て 7ft圧を発生するが，

内:iil巻市止は必ずわずかのイ ソピ ー 〆 γスを有する。インピ ー ダ

ンスは[江流回路の抵抗にあたり， 水流に対する水路壁の抱抗に

相当する。一般に これらの抵抗は電気や水の流れのないi抑止の

状態では彬君事を与えないが，いったん 'í'lî i況や水流を生じると ，

これを阻止する方向に作用する。そのため抵抗のある部分の両

端では， 電圧や7k圧の差を生じて有効に活mできる電圧や水圧

がそれだけ滅少する。前述の俄器の場合も問様で， その端子に

負荷を接続して電流を流すと ， 内部イ γ ピーダンスに相当する

だけ端子電圧が降下する。この電圧降下の制合をm圧変動率 と

いい，内部インピー〆γスを小にして変動率を小にするこ と が

望ましい。なお配m似にも~1I効率を用いる。

無負荷端子m圧ー金負荷端子電圧
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全負荷端子電圧

(長岐r，'f隆)

てんか 転嫁 l 巡紛俊|刻から他の運輸担軽|刻(同極のi場合も il4極

の織合もある) に客貨が転移すること。鉄道の場合新制が建設

された場合多くこの現象が見られる。すなわち新級建設の幼合

この現象は五li民が低廉となること(貨物の均合は発着両端にお

ける罰青山卦 りを含む)，所姿時間が短縮される こ と(輸送距離の短

絡を伴なうことが多L 、)，運行1時間が正確となること ， 安全度の

向上することなどによって起る。ただし輸送ひん皮の関係，集

配の使不使， fl;'11工場開の距鰍(パスの停留所間距離は鉄道よりは

るかに短い)などの跡的が転嫁の現象を阻止することもある。

転嫁の例

1 m 1 凶の AB 聞を他運輸繊|鈎で輸送されていた客貨が，

新総開通により AB 附鉄道輸送となる場合。

2 第 2 閣の AC 間輸送の客貨が， 従来 AB 聞を他迎総括量凶，

BC 問を鉄道でそれぞれ輸送されていたが， 新線開通により AB

C 全区 Illl 鉄道輸送と 転車ま説明図

なる場合。 ‘ I � 与 8
3 第 3 図は短絡 事 2g &=品

線建設のi必合である 車 J '" ι一一一-d ? も
が，線内発着の場合は上記 1 ・ 2 図に準ずる。

ただし新線開通前う悶経路で輸送されていた客貨で，開通後

新総l経由となる答1'îは ， 転嫁旅客)転嫁貨物と見なす。

!I~<<車輸送1î1の似定は他巡輸機関の突献を的確にとらえ， 輸送

量ならびに迎1"(， 所要小運送技のほか所要時間などを勘案して

実施する。(三ツ松進)

てんが 添架 干1L総を所属の違う 他の電線路の電柱に架設する

こと。(松下純二郎)

てんかけいかく 電化計画 (英) railroad electrification proｭ

ject ここにいう電化とは段村電化とか家庭電化という意味で

の鉄道1{1化のことで，鉄道の動力を蒸気から'í'Iî気動力にかえる

こと ， すなわち電気機関車や電車にすることである。動力を電

化するとい う芯味であるから， 一般の電化という概念と問じよ

うに一般の変革あるいは進歩 としづ 観念が合まれている。鉄道

経営の発j突にEをするかわりに相当の投資を必裂 とする。 そこで

電化計画は常に周到!な調査にもとづいて正確な計四を立て，合

理的なかっ経済的な工事を行い，所期の目標を十分に達成する

のに努める ことが嬰求される。

1 鉄道電化の利点

鉄道1'11化の利点については今 日 ではかなり一般に周知されて

来ているが， 簡単につき'のようにま と めるこ と ができょう。

(1) 図家資源の而から石炭を節約する。

(2) 鉄道の経営合理化をはかる。

(3) 輸送力を地践する。

(4) サーピスを改善する 。

第 l に石炭の点であるが， いうまでもなく国鉄は石炭の大き

な消政者であって，毎年 500 万 t 以上を巡転用炭に使っ ている。

石炭は国家資源の基盤をなすit重なもので，燃料として各極産

業に用い られるほかに， 最近は合成繊維等の原料としても ， ま

すます重要なものになって来ている。とこ ろがわが国は石炭を
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